
市立豊中病院のがんの手術
～確かな技術と連携で、あなたに寄り添う～

当院は国指定の地域がん診療連携拠点病院として、大阪大学医局から派遣された、がん手術に精通
した医師が多数在籍し、高度ながん手術を数多く行っています。
急性期総合病院として、31の診療科が緊密に連携し、併存疾患のある患者さんにも安全な手術を
提供しています。また、多職種が連携し、患者さん一人ひとりに寄り添い、安心して手術を受けていただける
体制を整えています。
今回は、「がんの手術」特集をお届けします。

1   患者さんの立場に立った心温かな病院をめざします。 
2   地域の中核病院として安全で質の高い医療を提供します。
3   医療機関等との連携を密にし、市民の健康を守るために努力します。
4   少子高齢社会に対応する医療を推進します。
5   病院職員の教育・研修の充実を図ります。

基本方針
豊中市の中核病院として『心温かな信頼される医療』を提供します。

基本理念　
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DPC特定病院群 とは、
次の4つの条件を満たした病院が選ばれる区分です。

診療密度 多くの患者さんに診療を行い、
迅速に対応できる体制を整えている。

医師研修の実施 医師の教育・研修を積極的に行い、
医療の質を向上させている。

高度な医療技術
の実施

外科手術や特定内科診療など、
高度な医療技術を実施している。

重症患者に対する
診療の実施

重い病気やけがをした患者さんに対して、
適切で迅速な治療を提供している。

今回の指定は、今まで当院が行って
きた高度な急性期医療が評価された
結果です。今後も、質の高い医療を
提供し、地域の皆さんが安心して
暮らせるよう中心的役割を果たして
まいります。

市立豊中病院は、令和8年度（2026年度）6月から
大学病院本院に準じる高度な急性期医療を行える病院として
「DPC特定病院群」に指定されました。

遺伝診療センターが発足しました

IVR-CT（血管撮影装置）は、カテーテル治療に欠かせない装置です。
カテーテル治療は、生活習慣病の増加や高齢化によって血管の病気が
増加する中、低侵襲な治療として普及が進んでいます。
当院の限られた医療資源で効率よく治療が行えるよう、CT搭載の最新
システムが導入され治療を支える装置として重要な役割を果たしてい
ます。

令和7年9月に
IVR-CT最新機種を導入しました

令和8年度（2026年度）より遺伝診療センターを発足させ、
遺伝性腫瘍や家族性疾患などに対する専門的な遺伝診療
体制を強化しました。
臨床遺伝専門医が4名、認定遺伝カウンセラーが2名在籍
し、各診療科と連携して遺伝学的検査の適切な実施や
結果の評価を行っています。さらに、専門スタッフによる
遺伝カウンセリングを通じて患者さんやご家族の意思決定
を支援し、包括的で継続的な遺伝医療を提供します。



da  Vinci Xi  サージカルシステム▶

手術支援ロボット「ダヴィンチXi」は4本のロボットアームと各アームの先端に
多関節機能を備え、狭い体腔内でも多方向へ繊細かつ正確な操作が可能です。
複雑な剥離や縫合も安定して行えるため、従来の腹腔鏡手術では困難な操作
も低侵襲に実施でき、より安全で精度の高い手術につながります。

■ロボット支援手術認定プロクターとは
ロボット支援手術を安全に行う技量を持ち、
関連学会が認定した指導医（プロクター）のこと

■ロボット支援手術認定プロクターとは
ロボット支援手術を安全に行う技量を持ち、
関連学会が認定した指導医（プロクター）のこと

からだに負担の少ない 安全で高品質なロボット支援手術

高度な治療を受けられる体制を整え、地域の患者さんを支えます
当院には、ロボット支援手術を「指導できる」

全国でも限られたプロクター資格を持つ専門医が5名在籍しています。
あなたの『もしも』に寄り添う、市立豊中病院のがんの手術

もし、自分や家族ががんになったら…
市立豊中病院では、消化器がん、泌尿器がん、
婦人科がん、肺がんや乳がんなどの幅広いがんに
対応し、年間1,000件以上の手術を行っています。
腹腔鏡手術などの低侵襲手術※に加え、ロボット
支援手術（年間約200件）も積極的に導入して
います。
専門医と多職種が連携し、患者さんの負担に配慮
した、安全で質の高いがん医療を提供しています。

※低侵襲手術：からだに負担（侵襲）が少ない手術

大腸がん
鈴木医師

（大腸外科部長）
岩本医師

（大腸外科医長）

患者さんとご家族の思いを大切にしながら、ご高齢・
持病をお持ちの場合も安心して手術を受けていただ
けるよう各科・各職種が連携して治療にあたります。
患者さんの病状やご希望に合わせて、ロボット・腹腔鏡
下手術・開腹手術の中から手術アプローチを
ご提案します。

泌尿器科では、2016年から約10年にわたり
ロボット支援手術を行ってきました。
その豊富な経験を生かし、現在では、腎がん、
腎盂・尿管がん、膀胱がん、前立腺がんに対して
精度の高いロボット支援手術を行っています。
患者さん一人ひとりに寄り添い、安心できる治療
を心掛けています。

胃がん
食道がん

新野医師
（胃・食道外科医長）

ロボット支援胃切除術のプロクターを
務める外科医が、高度な技術と豊富な経験
を活かして手術を担当します。高精細3D
画像とロボットの精密な操作性を活用し、
高度進行癌や食道胃接合部癌を含む高
難度症例にも対応しながら、質の高い低侵
襲手術の提供をめざしています。

腎がん
腎盂・尿管がん
膀胱がん
前立腺がん

肝がん
膵がん
胆管がん
胆のうがん 清水医師

（肝胆膵外科部長）

佐藤医師
（泌尿器科部長）

YouTube動画の案内

「がん診療」
HPへ

豊中病院で実施しているがんの手術と実績（2025年度）

＊当院でロボット支援手術を実施しているがん

診療科 がんの種類 全件数 （うち鏡視下手術）（うちロボット支援手術）
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胃がん＊、食道がん、大腸がん＊、
肝がん＊、胆のうがん、胆管がん、
膵臓がん＊　等

乳がん

消化器外科

乳腺外科／
形成外科

呼吸器外科 肺がん

子宮頚がん、子宮体がん、卵巣がん産婦人科
皮膚科 皮膚がん

耳鼻いんこう科 甲状腺がん
脳神経外科 脳・中枢神経のがん（脳腫瘍）
歯科・歯科口腔外科 口腔がん

泌尿器科
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腎がん＊、膀胱がん＊、腎盂・尿管がん＊、
前立腺がん＊、精巣がん、
男性生殖器がん　等

手術や治療だけでなく、療養生活や仕事、経済面
の不安など幅広い相談に対応し、専門スタッフが
患者さんとご家族を継続的に支援します。

がん相談支援センター

当院は、がん手術に全31の診療科が連携し、循環器・呼吸器・腎臓・糖尿病などの併存疾患や周術期合併症にも幅広く対応できる体制を整えています。
退院後の救急対応も整備し、急変時にも迅速な診療が可能です。看護師、薬剤師、リハビリスタッフ、管理栄養士など多職種が連携し、術前から術後
まで切れ目のない支援を提供し、退院後も安心して日常生活に戻れるようサポートします。

当院は、がん手術に全31の診療科が連携し、循環器・呼吸器・腎臓・糖尿病などの併存疾患や周術期合併症にも幅広く対応できる体制を整えています。
退院後の救急対応も整備し、急変時にも迅速な診療が可能です。看護師、薬剤師、リハビリスタッフ、管理栄養士など多職種が連携し、術前から術後
まで切れ目のない支援を提供し、退院後も安心して日常生活に戻れるようサポートします。

がんと診断されたその日からあなたらしい生活を続けるためにサポートします

地域の診療所や介護施設と連携し、豊中市の関係機関
と協働しながら、医療と公共の連携を通じて、自分らし
い生活を送れるよう支援します。

医療・介護・公共との連携相談
窓口

外来 入院・手術  退院
入院 手術 退院

・退院調整MSW

初診
・診察

手術前準備
・検査
・他科受診（必要時）
・手術前説明
・麻酔科術前診察
・入院前支援
（看護師、薬剤師、栄養士）

手術後回復期
・ICU（集中治療室）
・がんリハビリテーション メディカル

ソーシャル
ワーカー（ （

通院・転院など

地域の
かかりつけ医

提携・連携
している病院

入院から手術・退院までの流れ

多くの診療科と多職種連携による手厚いサポート

地域のかかりつけ医
薬剤師 看護師

栄養士

・外来治療センター
（がん薬物療法センター）
・放射線治療

紹介状を
持って
初診受付へ

肝臓・胆道・膵臓のがんは、太い血管や胆管、
膵管などの微細な構造物を切って繋ぐこと
から高度な技術が必要な領域です。肝胆膵
グループは、豊富な症例数を経験しており
安心して手術を受けていただけます。開腹
手術だけでなく腹腔鏡手術、ロボット支援手術
などの低侵襲手術も積極的に行っています。
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